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催
　
し

秋
季
家
庭
菜
園
講
習
会

　

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
方
を
対
象
に
野
菜
の
栽
培
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
秋
冬
野
菜
な
ど
の
植
え
付
け
時

期
、
栽
培
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
対
象
野
菜
＝
マ
メ
類
ほ
か
秋
冬
野
菜

■
日
時
＝
９
月
６
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

［
担
当
］
頴 

農
政
課 

総
合
研
修
係

　
（
頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
０
９
９
３-

38-

２
８
８
１

イ
セ
エ
ビ
即
売
会

　

近
海
で
獲
れ
た
新
鮮
な
イ
セ
エ
ビ
を
販

売
し
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
９
日
（
日
）

　

整
理
券
配
布　

午
前
６
時
～

　

販
売
開
始　
　

午
前
８
時
～

　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

■
場
所
＝
石
垣
港
（
頴
娃
町
別
府
）

主
催
：
南
九
州
市
水
産
振
興
会

［
担
当
］
知 

商
工
観
光
課 

商
工
水
産
係

知
覧
特
攻
平
和
会
館　
企
画
展

特
攻
隊
員
を
支
え
た
人
び
と　

～
住
民
が
残
し
た
記
録
と
想
い
～

　

特
攻
隊
員
は

多
く
の
人
び
と

に
支
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
三

角
兵
舎
で
身
の

回
り
の
世
話
を

し
た
女
学
生
、

慰
問
に
訪
れ
た

婦
人
会
や
小
学

校
児
童
、
遺
族

に
最
後
の
様
子
を
伝
え
た
住
民
、
飛
行
機

や
爆
弾
の
運
搬
を
行
っ
た
防
衛
隊
員
な
ど

で
す
。
そ
の
姿
を
、
残
さ
れ
た
資
料
か
ら

ひ
も
と
き
ま
す
。

■
期
間
＝
９
月
30
日
（
日
）
ま
で

■�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所
＝
知
覧
特
攻
平
和
会
館

■
入
館
料
＝
高
校
生
以
上　

５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
中
学
生　
　

３
０
０
円

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
と
の
共
通
券

　
　

大
人
６
０
０
円
、
小
人
４
０
０
円

［
問
］
知
覧
特
攻
平
和
会
館

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
２
５

う
！

  

第
一
回
実
行
委
員
会
を
９
月
に
行
う
予

定
で
す
。

【
平
成
31
年
南
九
州
市
成
人
式
】　

■
日
時
＝
平
成
31
年
１
月
３
日
（
木
）

■�

受
付
＝
午
前
11
時
50
分
～
午
後
０
時
25

分
■�

式
典
な
ど
＝
午
後
０
時
30
分
～
４
時

（
予
定
）

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■�

対
象
＝
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成
11

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※ 

対
象
者
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま

す
。（
10
月
発
送
予
定
）

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

葉
た
ば
こ
新
規
就
農
者　
募
集

■�

対
象
者
＝
１
ha
以
上
の
ほ
場
を
有
す
る

55
歳
未
満
の
市
内
在
住
の
方
（
葉
た
ば

こ
後
継
者
を
除
く
）

※
そ
の
他
、Ｊ
Ｔ
と
の
面
談
が
あ
り
ま
す
。

■�

研
修
期
間
＝
２
年
間
（
農
業
経
験
者
１

年
間
）

■�

研
修
場
所
＝
た
ば
こ
耕
作
者
の
ほ
場
、

お
よ
び
ひ
の
く
に
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※ 

新
規
就
農
奨
励
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］
鹿
児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合

　

☎
０
９
９-

２
６
０-

１
１
０
０

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧　
特
別
企
画
展

戊
辰
の
記
録
・
西
郷
の
記
憶

　

戊
辰
戦
争
や
西
南
戦
争
に
関
連
し
た
南

九
州
地
域
の
人
々
の
残
し
た
記
録
と
西
郷

隆
盛
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
刀
剣
、
掛

軸
、
錦
絵
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

■
期
間
＝
９
月
24
日
（
月
）
ま
で

■�

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所
＝
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧

■
入
館
料
＝
大
人　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人　

２
０
０
円

※
知
覧
特
攻
平
和
会
館
と
の
共
通
券

　
　

大
人
６
０
０
円
、
小
人
４
０
０
円

［
問
］
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧

　

☎
０
９
９
３-

83-

４
４
３
３

募
　
集

平
成
31
年
南
九
州
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

成
人
式
の
企
画
・

運
営
を
手
伝
っ
て
く

れ
る
新
成
人
の
仲
間

を
募
集
し
ま
す
。

　

一
生
に
一
度
の
成

人
式
を
一
緒
に
創
り

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
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第
13
回
南
九
州
市
み
ど
り
の

美
術
展　
作
品
募
集
！

　

南
九
州
市
頴
娃
町
・
知
覧
町
・
川
辺
町

内
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
の
素
晴
ら
し
さ

を
感
じ
と
り
、
自
然
や
人
び
と
の
生
活
す

る
様
子
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
域
の
再
発
見
を
す
る
と
と
も
に
、
本
市

の
芸
術
文
化
の
振
興
と
市
内
外
の
人
び
と

と
の
交
流
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
外
か
ら
幅
広
く
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■�

内
容
＝
絵
画
部
門
（
一
般
の
部
・
委
嘱

作
家
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）、
絵
て

が
み
の
部

■
応
募
方
法
＝

・ 

絵
画
部
門
（
一
般
・
委
嘱
作
家
の
部
）：

11
月
３
日
・
４
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
に
頴
娃
武
道
館
へ
提
出
。

・ 

絵
画
部
門
（
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
）：
10
月

１
日
～
22
日
ま
で
に
頴
・
知
・
川
文

化
会
館
へ
提
出
。

・ 

絵
て
が
み：10
月
１
日
～
11
月
１
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
頴
娃
文
化
会
館
絵
て

が
み
係
に
送
付
ま
た
は
持
ち
込
み
。

■�

絵
て
が
み
送
付
先
＝
南
九
州
市
頴
娃
町

牧
之
内
２
６
０
６（
頴
娃
文
化
会
館
内
）

南
九
州
市
み
ど
り
の
美
術
展
絵
て
が
み

係
［
問
］
南
九
州
市
み
ど
り
の
美
術
展
実
行

委
員
会

　

☎
０
９
９
３-

38-

２
６
２
５

脳
若
返
り
教
室
参
加
者
募
集

　
「
最
近
、
物
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
認
知

症
が
心
配
」
と
い
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。
気
に
な
っ
た
時
が
対
策
の
始

め
時
で
す
。
楽
し
い
教
室
で
、
脳
を
い
き

い
き
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
・
場
所
＝
10
月
～
１
月
（
12
回
）

○
知
覧
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 

毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■�

内
容
＝
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
脳
ト

レ
、
軽
い
体
操
な
ど
。

■�
対
象
＝
65
歳
以
上
で
、
次
の
①
～
③
の

項
目
に
一
つ
で
も
該
当
す
る
方

① 

今
日
が
何
月
何
日
か
分
か
ら
な
い
と
き

が
あ
る
。

② 

周
り
の
人
に
「
よ
く
同
じ
事
を
聞
く
」

と
言
わ
れ
る
な
ど
の
物
忘
れ
が
あ
る
。

③ 

自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ
て
、
電
話
を

か
け
る
こ
と
が
な
い
。

※ 

た
だ
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

中
の
方
は
除
く
。

■
定
員
＝
25
人

※ 

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
（
初
め
て

教
室
に
参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
）

■
参
加
料
＝
無
料

■
申
込
締
切
＝
10
月
３
日
（
水
）
ま
で

［
担
当
・
申
し
込
み
］
川 

長
寿
介
護
課 

地
域
包
括
ケ
ア
係　

平
成
31
年
度
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校　
入
校
生
募
集

　

障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
入
校
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間
＝
平
成
31
年
４
月
～
１
年
間

■�

訓
練
科
＝
情
報
電
子
科
、
商
業
デ
ザ
イ

ン
科
（
仮
称
）、
建
築
設
計
科
、
義
肢

福
祉
用
具
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、
ア
パ
レ

ル
科
、
造
形
実
務
科

■
募
集
期
間
＝

①
８
月
１
日
（
水
）
～
９
月
６
日
（
木
）

②
10
月
９
日
（
火
）
～
11
月
１
日
（
木
）

③
12
月
３
日
（
月
）
～
12
月
26
日
（
水
）

④
平
成
31
年
２
月
１
日（
金
）～
21
日（
木
）

　

授
業
料
、
入
校
料
は
無
料
で
す
。
通
行

困
難
な
方
の
た
め
に
寮
を
併
設
し
て
い
ま

す
。
雇
用
保
険
の
延
長
、
訓
練
手
当
・
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
開
発
校
ま
た
は
お
近
く
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

［
問
］
鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６-

44-

２
２
０
６

第
25
回
小
京
都
ふ
る
さ
と
祭　

～
出
店
者
募
集
～

■
場
所
＝
知
覧
平
和
公
園
自
由
広
場

■
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

※ 

雨
天
の
場
合
は
、
舞
台
催
し
物
（
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
）
の
み
知
覧
文
化
会
館
で

開
催
し
ま
す
。

■�

資
格
＝
市
内
の
業
者
お
よ
び
市
に
住
所

の
あ
る
方

■
小
間
代
＝

・
ふ
る
さ
と
自
慢
市　

：
７
０
０
０
円

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
：
１
０
０
０
円

※ 

食
品
を
加
工
し
て
販
売
す
る
場
合
、
保

健
所
へ
の
営
業
許
可
申
請
書
が
必
要
で

す
。（
平
成
26
年
３
月
以
前
の
営
業
許

可
証
を
持
っ
て
い
る
方
は
除
く
）
飲
食

店
・
喫
茶
店
営
業
・
菓
子
製
造
の
方
は
、

証
紙
代
（
３
０
０
０
円
）
が
別
途
必
要

で
す
。（
許
可
が
な
い
場
合
は
出
店
で

き
ま
せ
ん
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
事
務
局
で
抽
選
。

■
申
込
期
間
＝
９
月
７
日
（
金
）
ま
で

■�

申
込
先
＝
南
九
州
市
商
工
会 

知
覧
支

所
［
問
］
小
京
都
ふ
る
さ
と
祭
実
行
委
員
会

・
南
九
州
市
商
工
会 

知
覧
支
所

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
３
１

・
知 

商
工
観
光
課 

交
流
推
進
係
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
展
示
室
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

　

市
内
博
物
館
の
統
合
を
進
め
る
た
め
平

成
29
年
度
か
ら
頴

娃
歴
史
民
俗
資
料

館
の
一
般
観
覧
を

廃
止
し
て
い
ま
し

た
が
、
頴
娃
地
域

の
特
徴
的
な
歴
史

文
化
を
多
く
の
方

に
観
て
頂
く
た
め

に
、
頴
娃
歴
史
民
俗
資
料
館
の
展
示
品
44

点
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
知
覧
に
移
設
展
示
し

ま
し
た
。

　
「
交
錯
す
る
文
化
の
波
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
に
併
せ
て
、
交
易
関
係
の
資
料
や

近
世
の
祈
り
に
関
す
る
貴
重
な
収
蔵
品
な

ど
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
知 

文
化
財
課 
管
理
係

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
無
料
化

が
始
ま
り
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
か
ら
受
診
を
控
え
る
こ

と
に
よ
る
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
県

内
医
療
機
関
な
ど
に
お
け
る
窓
口
負
担
を

な
く
す
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

■
制
度
開
始
＝
平
成
30
年
10
月
１
日

■�

対
象
者
＝
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
未
就

学
児
（
小
学
校
入
学
前
）

■�

無
料
と
な
る
医
療
費
＝
保
険
が
適
用
と

な
る
入
院
（
食
事
の
費
用
は
除
く
）、

通
院
、
お
薬
、
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復

施
術
療
養
費
。

※ 

制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市
か
ら
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
な

ど
の
窓
口
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
後
日
、
対
象
の
方
に
は
手
紙
に
て

通
知
し
ま
す
の
で
、
担
当
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係

　
　
　

 

頴 

・ 

知 

支
所 

福
祉
係

９
月
は
、発

達
障
害
福
祉
月
間
で
す

　

発
達
障
害
の
あ
る
人
び
と
が
、
地
域
社

会
の
中
で
皆
さ
ん
と
共
に
生
き
る
共
生
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
９
月
を
福
祉
月
間

と
定
め
て
、
毎
年
全
国
的
な
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

障
害
が
あ
っ
て
も
、一
人
ひ
と
り
が「
自

分
ら
し
く
」
生
き
て
い
く
た
め
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
障
害
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

［
担
当
］ 

川 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

９
月
16
日
～
22
日
は
、

「
認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む

県
民
週
間
」
で
す

　
「
認
知
症
の
正
し
い
理
解
の
更
な
る
普

及
啓
発
や
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
」
を
目
的
に
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

南
九
州
市
で
は
、
知
覧
図
書
館
・
頴
娃

図
書
館
・
川
辺
図
書
室
に
認
知
症
に
関
す

る
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
や
さ
し

い
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
担
当
］
川 

長
寿
介
護
課 

地
域
包
括
ケ

ア
係

「
お
や
こ
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
」

を
設
け
ま
し
た
！

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
わ
く
わ
く
川
辺
と

え
い
中
央
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
「
お
や
こ
プ

レ
イ
ス
ペ
ー
ス
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

子
育
て
世
代
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
、
交

流
の
場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

福
祉
課 

子
育
て
支
援
係　

わくわく川辺

えい中央温泉センター

お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
鹿
児
島
海
区
漁
業

調
整
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

の
登
録
申
請

■�

登
載
資
格
＝
９
月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
か
事
業
場
を
有
し
、
年
間
90
日
以

上
漁
船
を
使
用
し
て
漁
業
を
営
み
、
ま

た
は
漁
業
の
た
め
に
漁
船
を
使
用
し
て

水
産
動
植
物
の
採
捕
や
養
殖
に
従
事

し
、
平
成
12
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方

■�

申
請
期
間
・
方
法
＝
９
月
１
日
（
土
）

～
５
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
知 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

ま
た
は 

知 

商
工
観
光
課 

商
工
水
産

係関
東
知
覧
会
（
第
30
回
）

総
会
・
懇
親
会

　

関
東
在
住
の
親
戚
・
知
人
に
出
席
を
お

す
す
め
く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
10
月
14
日
（
日
）
正
午
～

■�

場
所
＝
ア
ル
カ
デ
ア
市
ヶ
谷
（
千
代
田

区
）

［
問
］
関
東
知
覧
会
事
務
局　

尾
曲
正
孝

☎
・
FAX
０
３-

５
６
０
６-

７
９
２
４
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「
ひ
ま
わ
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
完
成

　

教
育
委
員
会
で
は
、
社
会
教
育
委
員
の

会
議
を
経
て
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
事

業
所
な
ど
社
会
全
体
で
家
庭
教
育
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
家
庭
教
育

支
援
条
例
を
平
成
29
年
４
月
に
施
行
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ
と
わ
ざ
や
教
育

伝
承
、
子
供
か
ら
親
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な

ど
を
収
め
た
日
め
く
り
の
教
育
伝
承
カ
レ

ン
ダ
ー
「
ひ
ま
わ
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
作

成
し
、
市
内
全
小
学
校
の
長
子
家
庭
に
配

布
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
通
し

て
家
庭
や
地
域
で
の
会
話
が
増
え
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
助
け
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

［
担
当
］
川 

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て

　

市
内
各
地
に
お
い
て
、
野

良
猫
に
よ
る
被
害
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

野
良
猫
が
か
わ
い
そ
う

だ
と
思
い
、
不
用
意
に
餌
な

ど
を
与
え
る
と
飼
い
主
と

み
な
さ
れ
、
そ
の
猫
に
対
し

て
責
任
（
終
生
飼
養
の
義

務
）
を
負
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆�

市
や
保
健
所
で
は
猫
の
捕
獲
は
し
て
い

ま
せ
ん

　

猫
は
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
っ
て
愛
護
動
物
と
さ
れ
て

お
り
、
み
だ
り
に
殺
し
た
り
傷
つ
け
た
り

す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
猫
の
飼
い
主
の
方
へ

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
が
増
え
な
い
よ

う
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
育
し
て
く
だ
さ

い
。

★
ち
ょ
っ
と
耳
よ
り

ね
こ
は
こ
ん
な
も
の
が
苦
手
だ
ニ
ャ
ー
！

・
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
か
す
を
ま
く
。

・
ど
く
だ
み
茶
な
ど
の
茶
殻
を
ま
く
。

・
食
用
酢
を
ま
く
。

・
木
酢
液
を
ま
く
。

・ 

忌
避
剤
や
超
音
波
な
ど
の
忌
避
装
置
を

設
置
す
る
。

※ 

必
ず
し
も
効
果
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
が
、
お
試
し
く
だ
さ
い
。

［
担
当
］
川 

市
民
生
活
課 

生
活
環
境
係

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■�

完
全
予
約
制
＝
毎
月
１
回
開
催
さ
れ
ま

す
。

■�

予
約
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
５
１
１

　
（
相
談
室
予
約
専
用
内
線
２
２
２
２
）

［
担
当
］
知 

企
画
課 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係

特
設
人
権
相
談
所

　

特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内
（
結
婚
、

夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
）
や
隣
近
所

の
も
め
ご
と
の
ほ
か
、
一
般
民
事
事
件
、

人
権
や
法
律
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
、
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
９
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局 

知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

相
　
談

難
病
巡
回
相
談

　

難
病
を
治
療
中
の
方
や
そ
の
ご
家
族
を

対
象
に
、
専
門
の
医
師
な
ど
に
よ
る
講
話

お
よ
び
個
別
相
談
・
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時
＝
９
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
20
分
～
３
時
10
分

■
場
所
＝
指
宿
保
健
所

■ 

対
象
者
＝
指
宿
・
加
世
田
保
健
所
管
内

の
難
病
患
者
お
よ
び
家
族
、
関
係
者

■�

対
象
疾
患
＝
膠
原
病
（
主
に
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
）

■
申
込
締
切
＝
９
月
６
日
（
木
）

■�

申
込
方
法
＝
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
お

電
話
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
鹿
児
島
県
加
世
田
保
健
所

　

☎
０
９
９
３-

53-

２
３
１
５

９
月
の
悩
み
相
談
室

　

家
庭
や
職
場
、
子
育
て
や
介
護
、
DV
や

セ
ク
ハ
ラ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

の
こ
と
な
ど
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
相
談
に
応

じ
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
日
時
＝
９
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時
（
１
人
50
分
程
度
）

学生消防団活動認証制度が
スタートしました！

　大学生、専門学生などが在
学しながら消防団活動に取り
組み、社会に貢献した学生消
防団員に対して、その功績を
認証し、就職活動を支援する
制度です。詳しくは、担当係
にお問い合わせください。
［担当］知 �防災安全課�消防係
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季節性インフルエンザ予防接種について

平成30年8月号　〚広報〛 8

　市では、公共的活用の見込まれない市有財産の売り払いを行っています。
　方法は、一般競争入札による売却となります。
■申込受付期間＝８月 20日（月）～９月 14日（金）
○一般競争入札物件一覧

番号 物件名 所在地 地目 面積
（㎡）

法令に基づく
土地の制限など

１
旧二松中前交差点付近
市有地（土地）

知覧町南別府 21746-1
知覧町南別府 21746-3
知覧町南別府 21746-8

山林
・
宅地

383.24 都市計画区域外

※一般競争入札とは、
　一定の資格要件を満たした方なら個人でも法人でも入札に参加することができ、市が定めた予定価
格（最低売却価格）以上で最も高い価格を入札された方に売却する方法です。
■	申込書の配布など＝申込書は知覧庁舎財政課財産管理係または市のホームページからダウンロード
できます。詳細は、市のホームページに応募要領がありますので、そちらをご覧ください。
■	申込の方法＝直接持参のみの受け付けとなります。郵送やＦＡＸ、インターネットなどによる申し
込みは受け付けません。

［担当］知 �財政課�財産管理係

市有財産の売り払い

　市では、季節性インフルエンザ予防接種の費用の一部助成を行います。対象者や助
成額は次のとおりです。
　予診票は、９月下旬に対象者に送付予定です。
　 接種期間：平成 30年 10月１日（月）～平成 30年 12月 31日（月）
　通常インフルエンザの流行は、１月上旬から３月上旬が中心です。予防接種の有効
性を高めるために流行前の接種が大切なことから、期間内の接種をお願いします。
　接種期間を過ぎると、全額自己負担での接種となります。

対　象 対　象　者 接種回数 助　成　額

子ども 生後６月から小学校６年生まで
年齢基準日：平成30年10月1日 ２回 １回の接種につき1,000円

計2,000円

高齢者 65歳以上の方（注１）
年齢基準日：平成30年10月１日 １回 １回の接種につき1,000円

計1,000円

（注１）�60 歳以上 65歳未満の方で、心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方
およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方も対象です。

［問］知覧保健センター　☎ 0993-58-7221

「地域の声かけで育む心豊かな青少年」南九州市青少年健全育成キャッチフレーズ

「青少年育成の日」
毎月第3土曜日

「家庭の日」
毎月第3日曜日

★�青少年に好ましい社
会環境づくりに努め
ましょう。

★�家族みんな仲良くし、
お互い感謝し合いま
しょう。

ふるさと体験学級「茶レンジ隊」
～茶レンジキャンプ～

「育児の日」
毎月19日

★�職場で、子育てを応援
する環境づくりに努め
ましょう。�

○気持ちのよいあいさつと返事をしよう！　○地域の行事に参加しよう！　○家の手伝いや読書をしよう！

携帯電話やパソ
コンにフィルタ
リングを設定し、
インターネット
については利用
時間など、家庭
でのルールを決
めましょう！

共通実践事項
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市の総合防災訓練の日にシェークアウト訓練を実施しましょう！
　シェークアウト訓練とは米国で始まった大規模な地震防災訓練で、日本でも 2012 年から実施され
ています。具体的には、「ドロップ（姿勢を低く）・カバー（体・頭を守る）・ホールドオン（揺れが収
まるまでじっとしている）」という身を守るた
めの基本的な行動を地震防災訓練として行う
もので、難しい訓練ではありません。９月２
日（日）午前９時から市の総合防災訓練が開
催されますので、市の防災行政無線からの「南
九州全域で強い地震が発生しています」の放
送に合わせてシェークアウト訓練を行ってく
ださい。

［担当］知 �防災安全課�交通防災係

平成 30年度南九州市税条例の主な改正内容

［担当］頴 �税務課�市民税係、固定資産税係

１　たばこ税の見直しについて
　2018年10月１日から2021年10月1日までに3段階で国と地方合わせて１本1円ずつ引き上げられ
ます。
　また、近年急速に市場拡大している加熱式たばこを製造たばこの区分として新たに「加熱式たばこ」
を創設し、紙巻たばこの本数への換算方法について「重量」と「価格」で本数に換算する課税方式へ
移行します。なお、加熱式たばこの課税方式の見直しは2018年10月１日から実施し、その重量と価
格の換算割合については2022年10月1日までに5段階で課税額を引き上げます。
２　固定資産税関係について
①�　市税条例附則第10条の２で規定する固定資産税などの課税の特例について、規定するそれぞれの
設備の課税標準額の減額割合の改正を行い、電気事業者による再生可能エネルギーの種別、出力区
分による減額割合を設け、適用期限を２年間延長します。
②�　中小事業者などによる設備投資を促進するために『生産性向上特別措置法』が施行されたことに
伴い、2021年3月31日までの適用期間内において、市の導入促進基本計画に従い、労働生産性を年
平均３％以上向上させるために取得した先端設備などに係る固定資産税の課税標準額が、初年度の
課税から３年間0円となります。

架空請求　
心当たりのない請求は無視!

●�架空請求の請求手段は、電話、ハガキ、メール、SMS
（ショートメッセージサービス）などさまざまです。
●�実在の事業者名をかたって本物と思わせたり、法的
措置を取るなどと記載をしたり、消費者の不安をあ
おるケースも見られます。
●�架空請求は消費者の情報を完全に特定して送られ
ているわけではありません。連絡してしまうと個人
情報が知られ、その情報を元にさらに金銭を要求さ
れる可能性があります。未納料金を請求されても心
当たりがなければ決して相手に連絡してはいけま
せん。
●�不安に思ったら、すぐに消費生活センターなどにご
相談ください（消費者ホットライン188）。

ひとことアドバイス

［問］　南九州市消費生活センター（知商工観光課内）

住宅・土地統計調査を実施します
　10月１日を調査基準日として、市内約 3,060 世
帯を対象に、「平成 30年住宅・土地統計調査」を実
施します。
　８月下旬から調査員が調査地域を巡回し、「調査
のおしらせ」を配布します。また、調査の対象となっ
た世帯には、９月中旬から調査員が調査票を配布し
ますので、調査へのご協力をよろしくお願いします。
　ご回答の際は、便利で簡単な「インターネット回
答（パソコン・スマートフォンなど）」をご利用く
ださい。
【住宅・土地統計調査とは】
　住宅・土地統計調査は、「統計法」（国の統計に関
する基本的な法律）に基づく基幹統計調査で、５年
ごとに行われます。調査の結果は、国や地方公共団
体における「住生活基本計画」の成果指標の設定、
耐震や防災を中心とした都市計画の設定、空家対策
条例の制定などに幅広く利用されています。

［担当］知 �企画課�広報統計係

消費生活１１
０番
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産後ケア事業とは？？

　産後４カ月未満のお母さんと赤ちゃんの心身の安定を図るために、医療機関や助産院において、
宿泊や日帰りでお母さんの身体のケア、授乳指導・育児相談などが受けられる事業です。

内容と利用料金

　出産後の、母子の体調に合わせ、助産師などによるケアを受けることができます。
宿泊型 日帰り型

内　　容
★母親ケア（母体の健康相談、乳房の手当など）
★乳児ケア（乳児の健康状態、体重、発育の確認など）
★育児相談、沐浴指導、授乳指導など

利用期間 7日まで（最大 7日間延長可） 7日まで（最大 7日間延長可）

利用料金
一日当たりの
自己負担額

課 税 世 帯 の 方 ６，０００円 １，２００円

非課税世帯の方 ２，０００円 ４００円

生活保護世帯の方 ０円 ０円
※例）課税世帯の方が１泊２日利用した場合：６，０００円×２日=１２，０００円の自己負担になります。

利用可能施設

・医療法人ラフォーレ　森産婦人科
・医療法人有生会　有馬産婦人科
・ふるた助産院　サクララン　　　　　宿泊型のみの利用可（H30.8.1 現在）
・マミィ助産院　　　　　　　　　　　※今後変更の可能性あり
・鹿児島中央助産院
※施設の空き状況により、ご希望に添えない場合があります。
※利用希望の方は、施設または知覧保健センターへお問い合わせください。

⎫
⎬
⎭

そんな時には…
産後ケアが
利用できます!!!

産後の体調が
すぐれず、
育児に

自信がない…

初めての育児に
戸惑う…ゆっくり
教えてもらう

機会はありますか？

家族の
サポートが
もらえそうに
ない…

日中赤ちゃんと
二人きりで
不安…

授乳が
うまくできず
悩んでいます…

南九州市 産後ケア事業
産後のお母さんを応援します！

［問］知覧保健センター　☎ 0993-58-7221


